
第8回 「地方都市の魅力向上－立地適正化計画」講習会 開催報告
日時：令和４年8月２5日（木）９：００～１１：１０
場所：Zoomミーティング
講師：外尾一則（佐賀大学名誉教授，北九州市立大学国際環境工学部建築デザイン学科研究協力者）
参加者：唐津市都市計画課５名，松野尾仁美（九州産業大学・准教授），永家忠司（大分高専・准教
授），猪八重拓郎（佐賀大学・准教授）

＜報告＞

第8回講習会においては，低未利用地の活用に関連した「都市再生特
別措置法等の一部を改正する法律」や「低未利用土地権利設定等促進計
画」などの法制度の解説がなされました.また，今後のスマートシュリ
ンクに向けた都市計画が求められるなかでの重要なポイントとして，民
間のまちづくりの担い手を活用したコーディネートによる土地の集約や，
身の回りの公共空間の創出，都市機能のマネジメントについて，ケース
スタディを交えながら解説がなされました.

文責：松野尾仁美（九州産業大学建築都市工学部，E-mail: matunoo@ip.kyusan-u.ac.jp ）



第8回 低未利用地（空き家・空き地）の活用
ー地域コミュニティのコモンズと賑わい空間の創造

１．低未利用土地利用促進協定

２．低未利用地の活用に関する重要な法律の改正「都市再生特別措置法
等の一部を改正する法律」
• 制度改正の背景と必要性

３．コーディネート・土地の集約
• 「低未利用土地権利設定等促進計画」制度

• 参考事例；福井市の新栄テラス

• 参考事例；NPOつるおかランド・バンク事業

• 民間のまちづくりの担い手の活用

• 土地区画整理事業の集約換地の特例

• 低未利用地の利用と管理のための指針



４．身の回りの公共空間の創出

• 公共空間（コモンズ）の共同管理 「立地誘導促進施設協定」制度の創設

• 参考事例；長野市・ぱてぃお大門

• 住民参加のまちづくりの公的位置付け （「都市計画協力団体」制度の創設）

５．都市機能のマネジメント

• 官民連携による都市機能の確保 （「都市施設等整備協定」制度の創設）

• 誘導すべき施設（商業施設、医療施設等）の適正配置 （休廃止届出制度の創設）

６．低未利用地活用のケーススタディ

■資料作成者、連絡先

• 外尾一則；佐賀大学名誉教授、北九州市立大学国際環境工学部建築デザイン学科研究協力
者

• メールアドレス; k-hokao@kitakyu-u.ac.jp 

mailto:k-hokao@kitakyu-u.ac.jp


コモンズと賑わい空間の創造において、忘れてはいけない二つの視点が存在する。
• 賑わいのポテンシャルと低未利用地の活用を科学的に解析する手法の構築であるスペースシン
タックス理論の適用・発展の紹介は興味深い。

• 低未利用不動産の価値向上に向けた手法・担い手としての、公民共創のイメージである。

作成；永家（大分高専准教授）

（参考）コモンズと賑わい空間の創造における視点

（出典）国土交通省 国土技術政策総合研究所都市研究部 都市施設研究室， 「賑わいづくり施策「発見」マニュアル」，平成
26 年 3 月 27日

（出典）日本商工会議所， 「民間主導による公民共創まちづくりの実現に向け
た意見」， 2021 年 11 月 18日
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